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このフォーラムが目指していたのは、「子ども・若者の居場所」をテーマとして現場に仕事と

してかかわるスタッフが、他の活動との出会いを通じ、互いに学びあい、経験の共有をする機会

をつくることです。

今回は、前回開催時に関心の高かったテーマのひとつ「スタッフの育成」に焦点をあてました。

現場のスタッフの育成において、「記録」や「ふりかえり」はかかせないと言います。いつ、誰

と、どのように共有するか、また自らのなかにどのように位置付けるかによって、それぞれのあ

り方がかわってくるようです。参加されたスタッフがどのように活用しているか、またスタッフ

同士でどのように共有しているか等、スタッフの力量形成につながる「ふりかえり」のあり方に

ついて探ってみました。

今回のフォーラムは、参加者同士の活動紹介の時間、並びに意見交換の時間を多くとる事を重

視しながらも、ふりかえりやスタッフの育成に関する話題提供の時間を設けることにしました。

前回同様、広範な地域からの参加者を得て、実践者ならではの視点・話題が語られ、あっという

間に時間が過ぎていきました。とりわけ「記録」や「ふりかえり」は、「子ども」のためでも「ス

タッフ」のためでもなく、ということがとりあげられました。皆さんの記録やふりかえりの整理

に、一読して頂ければと思います。

最後になりましたが、長期にわたりこの企画を有意義にそしてより広くの方に参加をいただけ

る様にご尽力頂きました実行委員会の皆様方とボランティア・インターンの皆さん、そしてお忙

しい中全国よりお集まり頂いた参加者のお一人お一人に厚く御礼申し上げます。

また、この貴重な機会は米国ルーセント・テクノロジー財団の助成によって実現することがで

きました。重ねて御礼申し上げます。

2005年 11月 15日

 特定非営利活動法人　青少年育成支援フォーラム

 国内事業統括　鈴木祐司

はじめに
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このレポートは、フォーラム当日に参加者同士で話し合われた内容を事務局が整理・編集し、

「ふりかえりや記録」をどのように位置づけ、どのように日常活動に活かしうるかという視点で

６つのトピックに分けて掲載しています。また、合わせて当日話題提供としてご講演頂いた内

容を続けて掲載しています。

最初のトピック1では、「記録やふりかえり」がなぜ必要と考えられるのかという視点にたち、

子どもと向きあうことと「ふりかえり」について簡単な整理をしています。そのふりかえりが

子ども達と向きあうスタッフ同士を支え合うツールになるという話しがありました。しかし、

いきづまった際等には外部の第三者を交えることで風のとおりが良くなる事もあるという辺り

を整理したのがトピック2です。続くトピック3ではふりかえりを進めていくと直面しがちなも

のの1つとして「子ども観」のことが語られていたので、それをまとめてみました。

皆さんの活動では、「ふりかえり」というとどういうイメージでしょうか？トピック4では、「語

ることと書くこと」それぞれの良さを活かしながらいかに「ふりかえり・記録」を活動に活か

していくかという点を整理してみました。

しかし、実際に「ふりかえり・記録」を活動に活かしていくとなると、「記録のための記録」

になる危うさや、記録に縛られることもあるとの意見があり、「ふりかえり・記録」とのつきあ

い方についてトピック5として整理してみました。最後のトピック6では、改めて「記録・ふり

かえり」をどう捉えるか、或いは何のためのものなのかという基本的な部分を整理してみまし

た。

また、フォーラムにて話題提供をして下さった辰巳 朋子さん、岡 健さんお二人の内容を「話

題提供ノート」として掲載してあります。

辰巳さんは京都市南青少年活動センターの職員として若手職員やボランティアスタッフを育

成している経験をもとに、スーパーバイザーについての概念や実際の取組みについて紹介して

下さいました。岡さんは、大妻女子大学の助教授として日々保育にあたる学生を養成する立場

から、記録やふりかえりを「保育」の世界ではどのように捉え、現場ではどのような活用がさ

れているかという事例を紹介頂きました。幼児を対象にした「保育」の世界と子ども・若者を

対象とする「居場所」の世界のつながりは？と疑問に思われるかもしれません。しかし、自分

の意志を言葉にして語る子が少ない幼児を対象にしているが故に「記録・ふりかえり」が大き

な意味を持つ中で、「居場所」の現場で働いている方々に多く参考となることがあるのではない

かと思います。辰巳さんの実践と合わせて、是非ご一読をお勧めします。

なお、編集の過程で、似た趣旨の話が離れたページに掲載せざるをえなくなり、各トピック

内の段落末尾に「【関連】⇒」という記述を設けました。その段落に記述されたことの流れで読

んで頂くとよいだろうという項目を表示してありますので、参考になさってください。

このレポートについて
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トピック6
トピック１：

なぜ子どもと関わる現場に

記録・ふりかえりが必要なのか

2：

トピック３：

居場所における

4：

活かし方

話題提供：

居場所スタッフ育成の試み

話題提供：

保育の現場における人材育成とは？
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① 子どもと“関わる"ことの意味とは？

大人が子どもに“関わる"ということには

必ず意味がついてくるのではないでしょうか。

あえて関わるにしろ関わらないにしろ、ま

た言葉をかけるにしろかけないにしろ、す

べての関わりにおいて何らかの意味が生じ

てくるのだそうです。しかし、その多くは

大人の主観の中で推し量られるものであり、

危うさを秘めている可能性もあります。「自

分（大人）のため」に関わるとそれは自己

保身になり、「子どものため」に関わるとそ

れは押し付けがましさにもなりかねません。

そうだとしたら、私たちは何のために、何

を意識して子どもと関わればよいのでしょ

うか。また、どのような関わりをもってい

けばいいのでしょうか？

【関連】⇒P.16・①「子どものため」でもなく「自

分のため」でもなく「子どもとのため」に

② 伝えたいことは 

「私」の願いか、「大人」の願いか？

願いを持って関わるということは大人の

思いを一方的に押し付けることになるので

はないかという意見がありました。この意

見に関して参加者の中から、「まず、願いの

根本が何であるのかはっきりさせる必要が

ある」という声がありました。生じた願い

というものが一般的な大人の願いなのか、

それとも一個人（私）の願いなのか、また、

大人が子どもに成り代わって立てた願いな

のか、その願いの位置づけによって関わり

方が変わってくるというのです。

人と人との関係の中で、もちろん大人と

子どもの関係においても、“受容する・受容

される"という一方的な関係があるわけでは

なく、相手に「受け入れるよ」と思われて

初めて受け入れられるという関係がお互い

の中で成り立つという話が出ました。

そして「こう思うよ」とか「それ嫌だよ」「そ

うしてほしくない」というようなことは、

大人の世界でも多々あります。現場をはじめ、

子どもと関わる中で「先生は」「大人は」と

いった三人称で、（一般的にいう）良きこと

のようなスタンスで語ってしまうことがよ

くあるのですが、それは一般的な「大人」

の願いであって、一人称の「私」の願いで

はないのではないか？という指摘がありま

した。

「あなた（子ども）」と「私」が共に暮ら

す中で、受容関係ができ、その上で「それ、

やっぱり嫌だよ」とか「それはそうしたほ

うがいいんじゃない」という一人称の「私」

の願いが出てくるのであれば、その願いを

一人称の「私」の願いとして子どもにわか

ってもらう努力が必要となってくるのでは

ないでしょうか。そして、本当にその願い

を持つことがいいのかどうかということは、

子どもとの関係の中で考えていくべきこと

なので、「自分はどうしたかったのか」を記

録の中に書くことやふりかえることで自分

の願いとして浮き彫りにできるのではない

かという意見がありました。

③ 主観による仮説だからこそ、 

ふりかえりが大切

子どもの願いや思いを大人の経験や解釈（主

フリートークの記録

なぜ子どもと関わる現場に

記録・ふりかえりが必要なのか
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観）の中で推し量る危うさをもちながらも、

子どもと関わるときには、（あえて関わるに

しても関わらないにしても）今ある主観を

もって動くしかないのだとの意見がありま

した。それは、いくつもの選択肢を持って

いるままでは動けなくなってしまうからです。

しかし、その働きかけはあくまで仮説に基

づいたものであるため、それが子どもの願

いに適合していたのかどうかを見極めるた

めには、関わったあとの子どもの様子を見

る必要があるという指摘がされました。そ

れは、関わったときまでしか子どもの様子

を見ていないと、それが本当に子どもの願

いであったのかどうかを判断する根拠がな

くなってしまうからだそうです。だからこ

そ関わったあとの子どもの様子を記録など

にとり、改めてふりかえることが大切にな

ってくるのだと言われました。

スタッフとして子どもと関わっている中

で「そうせざるを得なかった」という気持

ちになることはスタッフそれぞれが経験す

るといいます。そのスタッフが他の行動な

り言動を選べなかった、選ばなかったのに

は何らかの理由が生じているのだから、端

から見て少しぐらい気になると感じても、

その時その場所でのスタッフの気持ちを完

全に否定するのではなく、やっぱりスタッ

フ同士で理解し合うとか共有、共感すると

いう姿勢も大事なのではないかという声が

ありました。

その行動を呼び起こした背景の１つに「願

い」というものがあげられました。その「願

い」には一般的な大人の願いと一個人の願い、

大人が子どもに成り代わって立てた願いが

あげられました。これらの３つの願いと子

どもと接している当事者の価値観によって

も言動は変わってくるそうです。どんな背

景をもって関わったにせよ、本人を含めた

スタッフ全体がふりかえることで仲間の言動、

1つ 1つの背景を想像し、分かり合うことが

必要だそうです。

④ “子どもが見えなくなること"に 

記録は歯止めをかける

スタッフ同士の関係性ができてくると、

暗黙の了解の部分も増えていきます。それ

が増えれば増えるほど、綿密な対応が出来

うるけれども、その一方で子どもが見えな

くなっていく可能性が出てきたり、お互い

のシビアな関係が保たれなくなるのではな

いか、という指摘がありました。例えば、

事故のリスクに対する予測の甘さが出てく

るということです。そして、それをある意味、

ストップかけてくれるのは記録ではないか

というような意見もありました。自分が子

どもにどのような気持ちでどのように関わ

ってきたのか、自分がこの場でどうしたい

のか、また自分の視点が揺らいだ時に自分（達）

の足元を見直すのに記録というものが活か

されるのではないだろうかという意見もあ

りました。

【関連】⇒P.12・③ふりかえりと記録の結び付き

⑤ 文字に落とすことで 

自分と向き合える形にする

自分と向き合うために、日々の生活の中

で起きていること、辛かったことを一人ひ

とりが書くという作業というのも大事なこ

となのではないかという意見もありました。

その日あったことを持ち帰りたくないとい

う感情、心の中に留めておくだけでは解決

しにくいものでも活字に落とすことで整理

され、ふりかえったり、他者と共有するこ

とで持ち帰れるものにすることができると

いうメリットを語った方もいました。

日々の自分の言動をふりかえったり、記

録をとることは自分の成長を感じたり、自

分の考えを見つめなおすいいアイテムだと

いう声がありました。

【関連】⇒P.12・③ふりかえりと記録の結び付き

／P.17・③記録やふりかえりは自分の想い

を確認していくプロセス
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① 当然あるスタッフ間での視点のズレ

「誰でも受け入れる」というスタンスの居

場所で、スタッフから「君は気になるから

来ないでという権限がスタッフにはないのか」

という課題提起があったという話がありま

した。他にも「あのやんちゃな子が来ると

私たちはたまらないから、あなたのシフト

の日に来てもらって。」と、1人のスタッフ

が突き上げられるような空気になった団体

があったり、重度の精神障害者の受け入れ

をめぐって、スタッフと割れてしまったと

いう話などがあがりました。居場所を共に

つくっていくスタッフ間での視点や思いの

ズレは様々な場面で起こっているようです。

このようなスタッフ同士の視点のズレは、

少なからずあるものであり、それをなおざ

りにしたり、スタッフ個人の問題とつけ返

してしまったりするのではなく、ズレの本

質を分かち合い、どのように対処していけ

ばよいかを考えることが大切なのだと語ら

れました。

【関連】⇒P.10・①居場所における「健全育成」と

いう視点と葛藤

② スタッフ同士の語り合いが 

視点のズレを埋める

スタッフ同士のズレが起きてしまうのは、

例えば、代表者等が「誰も拒みたくない、

一緒にこの場で生きあいたい」という想い

を出していくときに、きちんと伝えるプロ

セスを持っていなかったり、ふりかえりに

よる意思共有がしっかりとできていなかっ

たからではないのだろうか？という指摘が

ありました。

ある参加者は日々のふりかえりにおいて、

スタッフ間で共有したかったこと、分かち

合いたかったことを認識しあえていないと

感じたそうです。それはスタッフがここで

いられるために、そして周りの子どもたち

も安心していられるために、「何をしなけれ

ばいけないのか、何をしたらいいのか」と

いうのが整理されないまま日々の現場を続

けてきたことによるものでした。その結果、

ズレの幅が広がってしまったそうです。

やはり、日々のスタッフ間での語り合い・

コミュニケーションというものが、スタッ

フ間の視点のズレを埋め、相互理解を深め

る鍵となってくるのかもしれません。

【関連】⇒P.12・①「語り合い」と「記録」それぞれ

の持ち味

③ 核になる理念の共有が大切

スタッフ間で語り合うときに、度々細か

いブレが生じてくることはしかたないこと

だけれども、根っこの部分、１番核になる

理念が同じであればブレが生じにくいし、

多少ブレたとしても改善されやすいという

スタッフ同士が支えあうための

記録やふりかえり

フリートークの記録
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意見が出されました。

ある団体で核にしている理念として次の2

つの話がありました。

１つ目にあげられたのは、「生きているだ

けですごいと思えること」です。被害を被

ってしまった子も加害者と呼ばれるやんち

ゃな子も、共に今この時代まで奇跡的な確

率で受継がれてきた「命を生きている」か

らということです。その生きているという

ことにきちんと価値をおくことがまずは大

切にすべきことではないかという考え方です。

２つ目には「すべては生きていくための

プロセスである」ということがあげられま

した。これは問題行動を始め、気になる行

動をしている子どもが行動に込めた気持ち

を理解し、その子がその子の人生を生きて

いくためにそのような表情や関わり方しか

できなかった背景を大切にしようという考

えからでした。必ずしも小さいころから同

じような行動を続けているわけではなく、

そうでもしないと生きていけない、生きて

こられなかったプロセスというものがあっ

たり、家庭の中の厳しい状況なりを言葉に

できず、またあえて訴えることもしないけ

れど、物を壊したり、暴れたり、盗んだり

しながら今日ここにきていることもありう

るという考え方です。

【関連】⇒P.12・②記録によって「核」を共有する

④ スタッフの不安に寄り添う

どうすれば、スタッフ同士がお互いに安

心して本音を話し合い、悩みや喜びを共有

し合える関係になるのかということも話し

にあがりました。

ふりかえりの中で、「子どもと関わってい

る自分（個人としての関わり方）をさらけ

出す」ということに関して、仲間がその危

うさを理解し、支えていかなければ、たい

へん「痛む」ことになるという指摘があり

ました。

また、子どもの不安には寄り添おうとす

るのに、スタッフの不安には「それは、お

まえの問題だろ」と投げ返してしまう傾向

があるという声もありました。そしてその

ようなことが多々ある中で、不安を訴えて

いるスタッフにどれだけ寄り添えるかが大

切になるのではないかという課題が出され

ました。

現場にいると、迷ったり揺れたり、時に

は泣きたいと感じることもあるそうです。

その気持ちに寄り添い、受け止め合えるよ

うな関係性やまなざしをスタッフ同士でつ

くりあうことを大事にしているという話も

ありました。スタッフ間で「自分を出して

いいんだよ」というまなざしを向けあうこ

とを大切に考えているそうです。

一方で、相手を思いやるといった上辺だ

けの、また馴れあったふりかえりをするだ

けでは重要なことが抜ける可能性が出てく



居場所交流全国フォーラム２００４8

るので、スタッフと共に歩む意味ではダイ

レクトな議論も必要なのではないだろか、

そして違うなら違うでいいからその違いを

明確にした上で、議論したほうがいいので

はないだろうかという意見もありました。

【関連】⇒P.12・③ふりかえりと記録の結び付き

⑤ 煮詰ったときは 

第三者の介入により整理することも

スタッフ間でのふりかえりが煮詰ったと

きに、第三者に介入してもらい整理したこ

とがあるという報告がいくつかありました。

どうしてもスタッフ同士だと、それなりの

関係はあるし、蓄積も日常性という部分で

も遠慮してしまう部分があるため話しにく

い課題というものも出てきます。しかし第

三者が介入することにより、スタッフ間で

は話せなかった感情のうごめきなどを遠慮

せずに話すことができたり、煮詰った問題

がどこにあるのかを冷静に見極めてもらっ

たりして、整理することができるそうです。

第三者と共に行うふりかえりというものも、

自分たちの活動や関わりなどを客観的に直

すという意味で大切にしているという声も

ありました。

ちなみにここでいう第三者としてあげら

れるのは、スーパーバイザーだったり、研

究者だったり、別の活動をしている居場所

スタッフであったりと様々でした。自分た

ちの団体やその時々の課題に適した第三者

を見つけられるかどうかという話しになる

ので、普段からのつながりづくりが大切に

なるという話がありました。

【関連】⇒P.9・⑦自己評価の重要性

⑥ 迷いながらも 

一緒にいる覚悟を決める

外部から子どもの現場に関わっている研

究者に講師としてきてもらい、第三者の目

を通して「私たちにとっての専門性とは何か」

ということを問い続けたという報告があり

ました。現場内だけではなくいろいろな人

の話を聞いていくというプロセスの中で、

結果として子どもと関わりあう現場にいる

人が持ちうるまなざしのようなもの、自分

たちが求めているものは、どこかの誰かの

持っている学術的な専門性みたいなものに

預けてしまうのではなく、結局、関わり続

けるということなのではないかということ

に気づいたそうです。

つまり居場所の中での専門性とは、悩ん

だことをその分野の専門家に助けを求め、

任せるのではなく、子どもと関わるなかで

迷いながらも"そこに一緒にいるよ"という

覚悟を決めることだという考え方です。い

くつかの現場のスタッフや代表の人たちの

声を聞き、直にぶつけてもらって自分たち

がやっている仕事を確認していくプロセス
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というのは、居場所スタッフにとって大き

な手ごたえになるようです。

【関連】⇒P.17・③記録やふりかえりは自分の想

いを確認していくプロセス

⑦ 自己評価の重要性

第三者評価というものは、その団体の専

門性を高めるため、或いは居場所の活動を

外部の人に知ってもらうために、研究者や

行政の人に現場に入ってもらい、今後の方

向性などの評価を受けるといったことをい

います。

その第三者が活動の記録をしたり、スタ

ッフ同士の語り合いに参加し、感じたこと

やスタッフのとった行動の背景を共に探っ

たり語ることで実践をより多角的に見直す

ことも可能となります。第三者が現場に入

ることで活動が開かれたものになり、自立

的かつ協働的な関係性をつくっていくこと

もできます。

しかし、第三者評価というものは"諸刃の

剣 "であり、「この団体のここはいい、なぜ

なら・・・」というように相対的に評価し

てくれる研究者がいる一方で、信頼関係が

成り立っていないと、全く望まない、納得

のいかない評価をされ、そのレッテルが張

り付いてしまう危険性を持っているという

話が出されました。

そのような魅力と危うさの両面をもつ第

三者評価ということを考える際には、自分

たち自身で、自分たちの活動をどう位置づ

けるのか、どう考えるのかという当事者評

価があっての話でなければならないという

指摘がありました。当事者、スタッフとして、

どうみつめるかという軸をもっていないと、

第三者評価に振り回されるだけになってし

まったり、資金提供者に対してモノをいえ

なくなってしまったりということにもなり

かねないという意見がありました。

つまり、団体としてなぜその対象に働き

かけようとしており、なぜ現在の活動形態

を選んだのか、実際に活動をしている地域

の状況や子ども・若者の状況・ニーズとも

合ったものなのかという視点が必要ではな

いかという意見です。あわせて、そこで働

くスタッフ一人ひとりにとって、その団体

で活動することはどういう思いがあるのか、

また活動の内容をどういう風に考えている

のかどうか等を自分で整理し、共有してい

くことの重要性も指摘されました。

団体として、或いは個人として、自分た

ちの活動が根ざしているもの、或いは目指

していることを共有した上で第3者評価と向

き合う必要があるのではないかという意見

です。

【関連】⇒P.8・⑤煮詰ったときは第三者の介入に

より整理することも
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① 居場所における 

「健全育成」という視点と葛藤

社会の中で、不登校児やひきこもり、非

行少年、障害児（者）と呼ばれる子どもた

ちは、見た目だけで判断され、学校できち

んと関わってもらえなかったり、色々なと

ころから追い出されるようなことが起こっ

ているという話がありました。そして彼ら

は「気になる子」「悪い子」というレッテル

を貼られているそうです。

そもそも、「気になる子」「悪い子」とい

うのは社会が特定の子どもにつけたイメー

ジであり、社会の中でつくり出された子ど

もたちのようです。一方で、影で問題を抱

えていながらもその子に関わる大人たちが

気づいていない、また見えていないために、

不安を抱えながらも「いい子」だといわれ

ている子もいるそうです。

「気になる子」「悪い子」とレッテルを貼

られている子も、「いい子」と呼ばれる子も、

どんな状況にある子どもでも、自分なりに

自分の人生を良くしていきたいと思っている、

という話もありました。

ある団体では、その良く生きたいと思っ

ている子どもに対してどう支援するかとい

うことを団体の基本的なスタンスとしていて、

いくら警察のお世話になろうができるだけ

子どもの傍にいて、願いを叶えてあげたい

という思いをもって関わっているそうです。

他方で、「気になる子」は排除するといっ

た動きがあるという報告もありました。「気

になる子」がいること自体がしんどいと感

じるスタッフや、「気になる子」が「普通の子」

に悪影響を与えるのではないかと不安を漏

らすスタッフや関係者もいるということです。

またスタッフ間で議論するときも「自分が

育ってきた中でこれは認められてこなかった。

しかし、この場ではこれは認めよう」とい

う結論に行き着くことがある一方で「気に

なる子は来させないようにしよう」という

こともあるそうです。

【関連】⇒P.6・①当然あるスタッフ間での視点

のズレ

居場所における

「健全育成」という視点

フリートークの記録
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② その子に「寄り添う」という関わり

居場所には、不登校やひきこもりを経験

した子ども、非行少年といわれるような子

ども、障害を持っている子どもも来ている

事が少なくありません。居場所スタッフと

して、そのような心の中に葛藤を潜めてい

るような子どもに対してどのような付き合

いができるのかを当面の課題としている人

がいました。また、子どもたちはそれぞれ

抱えている問題は違うけれども、何かを求

めてそこに来ているのはみんな同じだと感

じている意見もありました。

子どもが打ち明けたい問題、聞いて欲し

い悩みを抱えているときに、スタッフが寄

り添えられるか、そして子ども達が何かを

求めてきたときに声をかけてあげたり、心

配できる存在でいられるかが大事なのでは

ないかという声もありました。表面的に子

どもを捉えるのではなく、事実関係に留ま

らず、内面も含めて接していこうとしてい

るようです。

どういう子が健全で、どういう子にする

のが健全育成なのかと画一的、全般的に考

えるのではなく、何かを求めてやって来る

子どもたちに対してどのように関わるか、

自分たちに出来ること出来ないこと等をス

タッフ間で、話し合うことが何より大切な

のではないかという話もありました。

つまり、健全か不健全かというわくに必

ずしも囚われず、「唯一絶対的な『よい成長』

が存在するのでもなく、スタッフとして壁

にぶつかり揺れながらも目の前にいる子ど

も一人ひとりに対してその時々に合ったか

かわり方、寄り添い方がどのようにできる

かということではないかという意見があり

ました。
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① 「語り合い」と「記録」 

それぞれの持ち味

ふりかえりは「語り合うのか、記録なのか」

ではなく、「語り合うことも記録をとるのも

両方とも必要なのではないか」という意見

が多く出ました。

語り合いには、本質や価値が明確になっ

ていくというような良さもあるけれども、

ある場面の状況について話し合っていても

曖昧になり、抽象化されてしまうという危

うさをもっているという指摘がありました。

また一般的に「こういうことってあるよね」

という会話が成り立つが、それは実感ベー

スであり、根拠のうすいことがよくあると

も言われました。ところが、記録として文

字に落とそうとすると、そのことを伝える

ための事実、例えば様子だったり、姿だっ

たりを書かなくてはならないため、シビア

さというものが求められるのだそうです。

そのため語ることはもちろん大事だけれども、

具体的な内容でふりかえりたいときや共有

したい時は、記録をはずせないという意見

がありました。

② 記録によって「核」を共有する

また記録の利点として、スタッフ間で「核」

の部分を共有していくことができるという

ことがあげられました。切り取られた状況

が記録としてあれば、お互いの価値観はそ

のまま持っていながら、その場面について

どう思うか、この場面だったらどういう対

応が出来るかという限定した話ができるか

らだそうです。場面を限定することで「こ

んな場面ではどういう関わり方の可能性が

あるだろうか」とか、「もしこの場面で私は

こうせざるを得なかったけれども他にどん

な可能性があったのだろうか」という話が

でき、ふりかえりがより深い意味を持つこ

とにもつながるという意見がありました。

【関連】⇒P.6・③核になる理念の共有が大切

③ ふりかえりと記録の結び付き

冒険遊び場などでは、「自由に遊ぶ場だか

ら危ないって言っちゃいけないんじゃないか」

などというジレンマに陥ることがあるそう

です。また本当は気にしているけれども、

実際にそれが大事故につながるのかどうな

のかわからないので一日中それを引っ張っ

てしまうこともあるそうです。そういうと

きに、楽しい雰囲気でふりかえりが行われ

ていると、「こんなこと言っちゃいけないの

かな」と思ってしまい、ますます話せなく

なってしまうため、問題が起こってしまっ

たときのふりかえりの際、「やっぱり危ない

と思ってたのよ」ということから内部分裂

が起きてしまうことがありうるそうです。

逆に、毎日のスタッフ間での語り合いは、

つらかったり、気になったことだけではなく、

「あいつ今日かわいかったね」みたいなほっ

こり暖かくなるようなことも共有できるので、

語ることの意味はとても大きいという意見

がありました。

語り合う場を設けることは大切なのだけ

れども、スタッフがその場を活かすために

は話し合いたいことや伝えたいこと、共有

したいこと、それに一日の中で引っかかっ

記録・ふりかえりの活かし方

フリートークの記録
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たことは出し合ったほうがいいという意見

がありました。そして、言い出せないこと

や忘れてはいけないようなことは一言でも

いいから紙に落とすことも必要だという意

見がありました。

また話しっぱなしにすると同じ話題であ

ってもそれぞれお互い違った解釈で持って

帰ってしまうことがあるため、それを一回

紙に落として、「こういうことだったよね」

と確認しあうことも大切なのではないかと

いう声が聞かれました。

ふりかえりと記録は持ちつ持たれつの関

係でもあるようです。

【関連】⇒P.5・⑤文字に落とすことで自分と向き

合える形にする／P.7・④スタッフの不安に

寄り添う

④ 記録のとり方、活かし方

記録には様々な方法があります。しかし、

その方法をたくさん知っているからといって、

良い記録が取れるというわけではないそう

です。「こういうことを今はっきりさせたい

と思ってる」「これが自分たちにとっての壁

だね」という思いの部分と「どのように書

こう」という方法の部分は切り離して考え

てはいけないようです。また、記録の方法

そのものは、とりたいものによって決まる

のであって、そこの順序を逆にしてはいけ

ないという指摘がありました。それは、記

録の方法ばかりに目を奪われると、自分の

思いや考えたいことをきちんと残せない可

能性があるからだそうです。自分の気持ち

を大切に考えていけば、自分が知っている

方法だけでなく、周りの人に聞いて回りな

がら、一番自分にあった方法を選ぶことも

できるという意見がありました。

ただし、書式は難しいものなので記録を

とりやすくするためには、「このようなとき

にはこんな方法がある」という情報を知っ

ていることはいけないことではないようです。

記録は目的達成のための手法、手段であり、

記録の様式も大切ではあるけれども、まず

は自分の気持ち、残しておきたい内容がき

ちんと表せられる記録をいかにとるのかが

大事という意見がありました。

【関連】⇒P.14・②起こっていないことが書けて

しまう記録の危うさ

⑤ 第三者記録で気をつけるべきこと

記録には第三者が記録をとるといった「第

三者記録」というものがあります。これは

現場にスーパーバイザーや研究者に入って

もらい、活動を記録してもらうという方法

です。この記録の利点は、「自分たちはこん

なことをやっていたんだ」ということを客

観的に見直したり、ふりかえることができ

るということです。また、研究者にスタッ

フ間で考えていること、思っていることを

説明するためには、スタッフ間での相当な

ふりかえりが必要なので、第三者評価はと

ても糧になるのではないかという意見があ

りました。

しかし、第三者として研究者が現場に入

ってくるときには、「くくる」ということが

避けられないという意見がありました。多

くのスタッフは「くくられてたまるか」と

思うのですが、「くくられる」覚悟をしなけ

ればいけないという指摘もされました。

研究者は理論的な枠組を前提として持っ

ていることもあり、「一般的には」とくくる

可能性があるのだそうです。スタッフは、

自分たちの中で、どこかでくくってもいい

ことと、くくられては困ることを区別し、

それを意識した上で研究者と意見を交わす

必要がでてくるそうです。

そして第三者評価を入れる場合には、第

三者記録と現場の記録をどうリンクさせて

いくのか、第三者記録を果たしてどこまで

活かすのかということが検討課題としてあ

げられました。

【関連】⇒P.8・⑥迷いながらも一緒にいる覚悟を

決める／P.9・⑦自己評価の重要性
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① 記録をとることのワナ

団体の通信に“ある状況下での子ども達

の会話"をだしているという事例があがりま

した。この載せられた言葉というのは子ど

もが遊んでいるときの子ども達同士のやり

取りをスタッフがノートを取り出して書き

留めたものです。

この事例に対して次のような意見が出さ

れました。子どもの言葉を記録していくこ

とはその場面での子どもの一日の様子がと

てもよくわかるので通信を読む人にとって

も着目点としてはいいけれども、その書き

留めている姿をみるとその場において、す

ごく違和感を持つというのです。そして子

どもにとってはすごく迷惑なのではないか

という指摘もされました。

記録というのはとる内容によって記録す

る時間や場所が決まっているということが

いわれました。記録が報告書のための記録

になったり、記録のための記録になったり、

時には自分の活動を評価してもらいたいが

ための記録にもなってしまうというのです。

目的や方法によって、記録が様々な意味合

いを持ち、記録ひとつにしても見方によっ

ては良くも悪くもとれるというのです。

【関連】⇒P.16・①「子どものため」でもなく「自

分のため」でもなく「子どもとのため」に

② 起こっていないことが書けてしまう 

記録の危うさ

記録の陥りやすい落とし穴として、記録

はトレーニングされるとある程度かけるよ

うになるけれども、場合によっては、起こ

っていないことを書くことができるという

ことが起こるそうです。それを避けるためは、

記録を元に今日やったことがどうだったの

かということをスタッフ自身がふりかえり、「今

の自分はどんなことを大事に考えているのか」、

また「あの場面ではどういうことを大事に

考えていたのか」ということを再確認する

必要があります。

そして主観からしか切り取られない事実

に対して、他者が見て感じ取った「あのと

きこうしてたよ」とか「私にはこういうふ

うに見えたのだけれど」というような違う

視点、あるいはその関わりに関して「あの

ときこういうふうにしていたよね。どうして？」

と、自分が無意識にしていたことを自分の

記録、自分の意識の中にはめ込んでいくこ

とが必要になってくるそうです。

もし、スタッフ同士で「見合う」ような

関係ができないのであれば、いくつかの団

体やスタッフ個人同士でゆるやかにつながり、

見合える関係をつくっていくこともありえ

るのではないかという意見もありました。

事実関係との距離をもって眺めてみたり、

いくつかの事実を重ね合わせて眺めてみる

ことで意識的に物事を見れるようになり、

裏側にある別の事実が読み取れるようにな

ったという報告がありました。

【関連】⇒P.12・②記録によって「核」を共有する

③ 記録に縛られないことも大切

何のために記録をとっているかという悩

みが浮かんでも結局、記録というのは子ど

フリートークの記録

記録とのつきあい方
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もとの関係の中で出てくるものだから、そ

のような悩みによって自分の役割を果たす

ことが辛く感じたり、つまらなく感じるの

であれば、また記録をとることが負担にな

ると感じるのであれば、無理に記録をとる

ことを強要される必要はないのではないか

という意見がだされました。

自分の仕事の中にゆとりが出てくると、

子どもの姿も見えるようになってくるそう

です。それができてくるとその子との関係

を大事にしよう・向き合おうと思う気持ち

から子どもとの関係性を支えるために記録

がとれるようになるそうです。

記録を「とりたい」とか「とらなきゃ」

ということに突き動かされるということは

ある意味、自分自身が危うさを抱えていた

りするので、時には自分の中で記録のあり

方を考え直す必要があるとのことです。

【関連】⇒P.16・②記録は「書き留めておきたい」

という思いが大切

④ 記録は過去との対話手段

スタッフの育成、もちろん自分自身のこ

ととして考えても、記録をつけただけでは

育たないという意見がありました。何事に

おいても記録をつけることが目的なのでは

なくて、それをどうするか、どう活かすか

が重要となるようです。記録というのは自

分自身の気付きのきっかけであり、記録を

みることは、過去の自分と対話をしている

ことになるため、過去からのメッセージを

拾い上げ、明日につなげていく力をつける

ことが必要になってくるようです。

⑤ 記録をとるにはトレーニングが必要？

記録というのはトレーニングが必要であり、

トレーニングされると記録はとれるように

なるという話が砂金堀に例えられてあげら

れました。砂金は一回で拾おうとしても無

理です。砂金というのは山ほど石ころや砂

を拾うなかで砂金がありそうだなと感じ、

かぎ分けてやっと見つかるものなのです。

そのプロセスは実際仕事をしていく中で起

こってくる「書くことのトレーニング」と

重なる、とのことです。そしてトレーニン

グされた「書くということ」は、ふりかえ

るという作業につながっていきます。

記録が取れるようになるということは、

こんな記録がとれるようになりたいという

願いからのものもありますが、実はいつの

間にかこんな記録がとれるようになったと

いうこともとても多いようです。そのトレ

ーニングに費やす時間をどういう形で確保

していくのかというのはやはり組織や自分

のなかで「記録」をどのように位置付ける

かが重要で、その中で具体的にどのように

時間を割けるかを考えていくことがよいよ

うです。

⑥ とりあえずの一言でも

ある居場所ではボランティアも含めて個

人単位で記録をどんなことでもいいから書

いていった結果、スタッフが育っているこ

とが実感できたという成果を話していました。

ボランティアの初日、「楽しかった」とい

う一行だけ書いていた人でも、いろいろな

人のいろいろな書き方で綴られている日誌

を見て刺激を受け、内容や量が変わってい

ったそうです。そして、数ヶ月後には「自

分も○○さんみたいな日誌がかけるように、

ああいう風に子どもを感じられるようにな

りたい」とポロっと口からでてきたそうです。

他の所でも、アルバイトを始めて丁度一

年になる人が、「1年前の日誌をみてみよう」

と過去の記録を見直したときに「うわっ、

しょぼい、なんだこの日誌は・・」と自分

自身で読み返してみて自分の成長の軌跡が

振り返れたという、スタッフの育ちが日々

の記録ひとつからでも発見できたという話

をしていました。

【関連】⇒P.16・②記録は「書き留めておきたい」
という思いが大切
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① 「子どものため」でもなく 

「自分のため」でもなく 

「子どもとのため」に

記録やふりかえりは、子どもにいかに関

わりうるかを見極めたうえでというと「子

どものため」というのが出てきやすいし、

自分が追い込まれていると「自分のため」

になってしまうことがあるとの指摘があり

ました。しかし、子どもにいかに関わりう

るかを見極めるということは子どもの側も

見極めているため、スタッフの力量を超え

たような子どもは実は現れることがなく、

スタッフが本気で踏ん張ったときに乗り越

えられるか乗り越えられないかのような子

どもが必ず現れてくるのだそうです。だから、

そのときにそこから逃げないという気持ち、

つまりどういった関係性を築くのかという

問題とも重なってくるのだけれども、そう

いう子どもが現れたときにその子と向き合

う覚悟できるかどうかというのが大切にな

ってくるのだという意見が出されました。

スタッフがどの子どもと向き合おうと考

えていると同時に子ども自身も関わるスタ

ッフを選んでいるようです。そういう意味

を含めても、記録やふりかえりは「自分の

ため」でもなく、「子どものため」でもなく、

「子どもとのため」になるというのです。

このことは絶えず自分の中で問い続けな

いと流されやすいことでもあるので、「何の

ために記録をとるのか」という部分は常に

心に留めていなければならないのではない

かという声がありました。記録やふりかえ

りは「子どもとのため」といわれるように

子どもとの関係の中でしか生まれないとい

うことです。

【関連】⇒P.15・⑥とりあえずの一言でも

② 記録は「書き留めておきたい」 

という思いが大切

記録は、誰かに報告しなくてはいけない

とかではなく、「書きたい、書き留めておき

たい」という思いが大切なのではないかと

いう意見がありました。一人ひとりが子ど

もと関わって感じたこと、自分の中での揺

れや戸惑いなど、思いがあふれ出している

ような記録というものが子どもとの関わり

において大切なのではないかと感じている

方がいました。そして、日々の記録をスタ

ッフ同士で見直すことで、「場」の状態が見

えてくるのではないかという意見もありま

した。

スタッフが子どもとどのような関わり方

をしているのか、現場がどういうふうに動

いているか、どんなことが話題に上がって

いるのかということは記録を見ることで、

イメージすることができることもあるそう

です。また、記録したことを何ヵ月後かに

もう一度見直すことで、一人一人がどんな

ことを感じてきたのか、どんなことを気に

していたのかなどをふりかえることができ

たという話がありました。そして自分がい

つの間にかこんなふうに変わってきた、こ

んなことに関心を寄せるようになってきた

「子どものために」だからこそ

記録やふりかえりは続けることができる

フリートークの記録
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んだという気づきを得ることもできるとい

う意見もありました。

【関連】⇒P.14・③記録に縛られないことも大切

／P.15・⑥とりあえずの一言でも

③ 記録やふりかえりは 

自分の想いを確認していくプロセス

「私は何をしたいのか」「なぜそこにいる

のか」ということを確認していくプロセス

が記録やふりかえりなのではないかという

意見がありました。それぞれの現場で、ス

タッフ自身やスタッフの気持ちは仲間たち

との議論や様々なことを指摘し合い、揺れ

ながらも日々育っていくものだという意見

がありました。それは、何年やっても同じ

ように揺れ続けているのだそうです。自分

を高めたいとき、躓いた時、自分の足元が

見えなくなった時、子どもに対して自分は「何

をしたいのか」を絶えず確認していくこと

で自分を見失わないようになるとも言われ

ました。

つまり、記録やふりかえりは、自分を問

うことであり、自分を問い続ける覚悟をベ

ースに自分の行動や想いを確認していく方

法として記録やふりかえりを用いていくの

だという意見がありました。

④ 過去は未来に向かって開かれる

津守真の「過去は変わる。未来に向かっ

て開かれる」という言葉が紹介されました。

記録を何度も読み返すことによって、過

去の切り取られていた自分というものが意

味あるものに変化し、そして今の自分にま

で連なり、今の自分の意味づけをするそう

です。「過去が変わって未来に向かって開か

れる」ということをつくづく感じたという

意見がありました。

現在居場所スタッフとして開かれている

方が、実際に自分が中学生のとき関わって

くれた大人がその時に綴っていた記録を後

になって見せてくれたという話がありました。

過去、自分がどのような環境にいて、何を

していたのか、そのひとつひとつが記録に

残っていたそうです。

「こういうことをしていたんだ」とか「な

んでそのとき僕はそういう思いで暴れてい

たのかな」というところも含めて、これか

ら色々な子ども達と出会い関わる中で何を

大切にしていけるかということと、自分は

なあなあで関わるのではなく、自分の中で

検証しながら自分の子ども時代も含めて考

えていかなければならないんだなというこ

とを考える根拠になったそうです。それは

過去の記録をみたというのがとても大きか

ったそうです。

つまり大人と出会って生きてこれたんだ、

きっと自分はそういう出会っていく大人に

なるんだという再確認ができたという意味

では大人たちがとっていた記録というのは

自分にとって大切なものであったという話

をしてくれました。
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●　自己紹介と臨床心理士のこと

私は現在、（財）京都ユースホステル協会（以下KYH）の職員を週に2.5日、他は臨床

心理士としてスクールカウンセラー等をして働いています。少し前まで、長くフルタイ

ムの団体職員でした。また私が専門とする援助技術は、カウンセリング、グループワーク、

レクリエーション・コーディネートです。臨床心理士という資格は、名称が一人歩きし

ているようなところがありますが、私にとっては臨床心理士という型に自分を当てはめ

たのではなく、私の一部としてそれがあるという感じです。

若い頃は、学校で将来のために学ぶというのが、なんとなく嘘っぽいと思っていました。

それで、人が集まって、その相互作用で学んでいくというか、成長変化していくような

場面に仕事として関わるようなことをしたい、と思ったのが高校3年生。それがどんな職

業になるのかわからないまま、そう思ったことを頼りに進路に迷っていました。

大学卒業時に、旧労働省が開いていた「勤労青少年指導者大学講座」を見つけました。

働いている青年の問題課題を余暇活動支援やカウンセリング、グループワーク等の援助

手法で指導援助する専門職を養成する事業でした。イギリスのユースサービスをモデル

にしたような1年間のコースで、6ヶ月は東京での座学、残りの6ヶ月間は今でいうイン

ターンシップで、企業実習と施設実習がありました。今はもうなくなってしまいましたが、

この事業を作った方々の志の高さが感じられる、実践的で興味深い学習内容でした。自

分で言うのもなんですが、この時はよく勉強しましたよ。

講座の終了後に採用試験を受けたのが、KYHです。KYHは、京都市から勤労青少年ホー

ム（現在は青少年活動センター、京都市は財団法人京都市ユースサービス協会に委託を

してKYHはそこから受託）の業務委託を受けて、京都市内7つの施設に3名ずつ指導員を

派遣していました。1巻に市職員3人と指導員3人がいるというスタイル（現在は館長1

名、指導員4名、常勤アルバイト1名）で、複数の指導員がいるという恵まれた状況でし

た。その頃のホームの運営方針は設立当時の古いままで、現場で運営の見なおし案を作

らせてくれました。

KYHでは独自に職員研修を行い、「ユースワーカー」養成を続けています。入って1年

目に研修担当になって、最初にしたのが現場の職員でどんな技術を欲しいかをKJ法で出

し合って、それをプログラムにしていくということでした。結構壮大な研修を実施して

きたと思います。

私自身が現場でイチバン役立ったと思えたのは、カウンセリングの技術でした。当時

辰巳　朋子
京都府南青少年活動センター

相談関連事業専門員

話題提供ノート

居場所スタッフ育成の試み

～スーパービジョンをもって関わる～
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の勤労青少年ホームには、毎日ふらっと来る人やなんとなく来る人が結構いたのです。そ

んな彼らに声をかけて話し相手をしていたのですが，この過程で最も役立ったのが、対話

と自己決定を支援する技術としてのカウンセリングです。また、講座や行事の企画実施や、

サークルの結成・解散の話合い等の機会にも、この技術は役に立ちました。一人一人が、

その場面・状況をどのように受け取っているかに関心を持ちながら、集団での意思決定を

促進するということをしようとしていました。

働きながら学ぶというのは現場経験のない学生時代と違って、学んだことをすぐに実際

に使ってみることができたり、自分の経験から講師へ質問することが出来たりして、とて

も手応えがあったのです。それで、カウンセリングの勉強を続けることができました。

勉強を続けていて、ちょうど資格が出来たので取ることにしました。資格をもつと、そ

の仲間うちの勉強会も盛んで刺激されています。

今のKYHの職員には、大学の講師をしている人や社会教育の学会で発表をしている人、

カウンセリングの資格を取っている人が複数いるんですよ。

●　スーパービジョンを知ってますか？

カウンセリングを勉強する中で、とても役立ったことのひとつに「スーパービジョン」

という訓練があります。臨床心理士の養成過程で必須になっているほか、現職者でもこれ

が行われています。

その「スーパービジョンの定義」を3つあげます。

1つ目の定義は、「先輩の熟練した専門家が初心者に対して、専門家を育成するために

指導すること。また技術体得のための実技訓練のこと」を指しています。

2つ目は岩間伸之が社会福祉の分野で言っていることですが、「ワーカー（援助者）の

要請と暗いエントへの処遇の向上を目的として、スーパーバイザーがワーカーとのスーパ

ービジョン関係の中で管理的･教育的・支持的機能を遂行していく過程のこと」です。「管

理的要素は上司に任せて、教育的･支持的スーパービジョンあるいは責任を伴わない助言

としてのコンサルテーションを外部（異職種・同職種）のスーパーバイザーやコンサルタ

ントに任せる」という方法もあります。

3つ目の定義は深澤道子が心理分野で言っていることで、似ているコンサルテーション

と比較したものです。「スーパービジョン、特に職場（職制）上のそれについては，受け

る側スーパーバイジーはその指導に従うことが求められ、意見に相違がある場合、徹底的

な討議が行われることが前提条件にあります。比べてコンサルテーションでは、コンサル

タントが専門知識を利用してその見地からの指摘や指導を行い、『その専門知識を利用す

るか否か』についての選択権はコンサルテーションを受ける側にあります。」スクールカ

ウンセラーが教員と事例検討を行う場合は、スーパービジョンではなくコンサルテーショ

ンと呼ばれています。

●　スーパービジョンの前提

スーパービジョンの前提には次のことがあげられ

ます。まず、バイザー（※）もバイジーもそれぞれ

※ バイザーというのは先生、相談に乗る人を

指し、バイジーというのが相談者、その人

についた人のことを指しています。
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人間であるということ。この意味するところはお互い完璧ではないし，感情もあるとい

うことです。次にあげられるのは、それぞれ，よい仕事をして仕事から満足感を得たい

という願いをもっていることです。バイザーはバイジーに期待し，励まします。バイザ

ーは援助の全体像を理解していることが望ましく、バイジーは実際の援助の部分を扱っ

ているわけです。バイザーはバイジーの報告を聴き，尊重します。たとえ意見が合わな

くても，たとえ失敗したとしても同じです。お互いに，バイザーの権威とバイジーの主

体性を認め合うことで関係がなりたつのです。

ここで言うバイザーの権威というのは、地位というよりは経験や実績ということでし

ょうか。最も重要なことは、バイザーがバイジーの仕事が効果的に行われるよう、支援

しようとすることです。チョッと素敵だと思いませんか。

スーパービジョンの原理も3つです。1つ目は、援助が利用者と援助者（バイジー）の

相互作用によって実現されるということです。2つ目は、バイジーはその報告を聴くバイ

ザーとの相互作用によって力づけされるということです。3つ目は、バイザーに支えられ

ていることをバイジーが実感できれば，バイジーは利用者への援助過程でもエンパワメ

ントされるということです。

●　スーパーバイザーとしての役割

青少年指導者がスーパービジョンを受けると、バイザーに期待され援助されることで、

バイジーである青少年指導者が力を得て、その力をもって青少年に働きかけるという仕

組みをもつことになります。この仕組みは二重構造ですね。バイザーによって励まされ

て支えられた経験が、青少年、子どもたちを励まし、支えることにつながるということ

です。これは対人援助の仕事で、とても重要な仕組みだと身にしみて感じます。

社会教育や社会福祉分野の現職者は、専門職としての位置付けが弱いように思ってい

るのですが、それはスーパーバイズという制度をうまくつくってこられなかったからで

はないかとさえ思います。

それらの現場では、管理職と現場職員の関係が、職種の違いや管理的な側面が際立っ

ているように思えるのです。意見対立の話はよく聞きますが、管理職から励まされたと

＜スーパービジョンの形態＞

●1対1の個人のスーパービジョン

・ 1回1時間のことが多いが、「契約」によって様々なバリエーションあり。

【参考】：臨床心理士資格認定協会では「1事例につき1週1時間以上の定期的な事例検討を10週以上継続し

て行うこと」としている。

●グループ・スーパービジョン

・ 複数のバイザーを対象に一人のバイザーが行う。いわゆる「事例検討会」。

●ピア（個人）グループ・スーパービジョン

・ 仲間同士の「事例検討会」形式で、特定のバイザーなしに意見や情報の交換等を行う。

・ グループ・スーパービジョンの際に、バイジー同士で実技を行い、それに対してバイザーからスーパービジ

ョンを受ける形式。

●ライブ・スーパービジョン

・ スーパービジョン・セッションにクライエントを同行し、実際にカウンセリングを行ってそれに対するスー

パービジョンを受ける。

・ トレーニングの中で参加者同士が実際にカウンセリングを行ってスーパービジョンを受ける・・・など。
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いう話はあまり聞きません。昨今、臨床心理士が担ぎ出されると共に批判されていますが、

スーパービジョンを義務付けた初めての職種ではないでしょうか。実際に仕事をしながら、

誰かに支えられる仕組みを持っている対人援助職の最初のケースだと思えるのです。

学校を卒業してすぐ現場に入った時に、そんなにいい援助ができるとは思えないのです

が、現場で仕事をしながら伸びていく仕組みができていれば、チョッと安心です。

スクールカウンセラーの仕事の第1は教師へのコンサルテーションという見解がありま

す。教師とは対等な関係ということでコンサルテーションと呼んでいますが、スーパービ

ジョンを受ける体験をもつ臨床心理士は、教師と係るときに実際はスーパービジョンと同

じ発想で関わっています。

つまり、教員に期待や信頼を持ち、元気になってもらうよう支えて、生徒たちへの働き

かけが変わっていくことを期待しているのです。

●　記録のあり方

京都市南青少年活動センターでは、いろいろな記録があります。職員が書くもの、ボラ

ンティアスタッフが書くもの、継続して書かれているものや特定の問題意識で一定期間だ

け書かれる場合もあります。個人についての記録や事業についてのもの、何かの場面の記

録もあります。

記録を書いていけばそれで物事がうまくいくということはありません。他の事業所と一

緒の検討会などに記録を出した時に、「よくやっているね～」とか、「よく我慢できるね～」

という言葉は返ってきても、肝心の伝えたいところが伝わっていないことを思い知ること

もあります。

昨年社会福祉領域の自立支援施設の方をお呼びして、記録のとり方をボランティアスタ

ッフと一緒に考えました。今までは記録用紙に記録（観察）と所感（考察）の二分割だっ

たのですが、それに加えて、その右側に「援助を考察する」と、「今後への合意」という

２項目を添えました。今回はこのスタイルものを例に持ってきました。

この記録用紙の使い方は、まずその場にいた人が、記録・所感を書きます。さらに自分

の援助を考察として書き加え、そして近くにいた職員・スタッフでさらに考察を進め、そ

の過程で所感も増えていきます。いくつか今後への合意まで進むこともあります。さらに、

月1回程度の会議で、その場にいなかった職員・スタッフも加わって、考察や全体の合意

を作っていきます。

その場にいた関係者が記録をつけることでふりかえることと、その場にいなかった人も

その考察に参加して一緒に考えることが出来る良さがあると思います。センターで書かれ

ている記録を２つあげてみました。

１つめは、ロビーに来たやんちゃな青少年といかに関係を作っていくかを悩んでいた時

に、職員が書いた記録です。やってくる彼等中学生に、「なまえは？」と聞いてもまとも

に答えが返ってこないし、本当の名前を言ってくれるわけでもありません。そのような状

況で彼等から「他の大人と違う、自分に興味関心をもってくれる」と見てもらえるように

なるにはどうしたらよいかを日々考えていて、その時々で合意や方針を作るために、また、

後で振り返ることが出来るように一定期間の記録を残そうとしたものです。

２つめにあげるのは、フリースペースという主催事業のある日の記録です。ボランティ

アスタッフが活動日の終了後に観察メモを書き、それを人別にまとめたものです。一人一
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人について見ていきたいという希望があって、時系列の記録からこのようなスタイルに

変わりました。参加者が帰った後、1人ずつの参加者に対してこういうことがあった、こ

ういうことを話したとかを紙に書いて、それをその日のディレクターがまとめます。そ

のまとめたもので月1回検討会をして、記録を元にスーパービジョンをするというサイク

ルです。この時のスーパーバイザーは私がしています。

●　居場所事業における職員とボランティアスタッフのあり方

居場所のスタッフの役割には、「一緒に遊ぶ」、「支援する」など様々な考え方があると

思います。私達のフリースペース事業では、職員とボランティアスタッフというⅡ類の

スタッフがいますが、いずれも遊ぶを含んだ支援する人と位置付けています。

職員の年齢が居場所の参加者とちょっと離れているので、ボランティアスタッフには、

年齢の近さや職員でないことを利点として、職員の代理ではなく、さまざまの意見や感

性を発揮してほしいと伝えています。

私達が実施している居場所事業というのは、年齢制限や申込みもある人為的な場所です。

特別な配慮を期待して、参加者は申込んでいます。スタッフだけが参加するふりかえり

や検討会も実施していて、自然な友人関係と異なるので、メールや携帯番号等を教えな

いということを決まりにしています。それで不満を言われることもあるけれども、それ

に耐えてくれともいっています。教えてもらえないという寂しさが、いつかこの事業を

卒業して他の活動へすすむような、チャレンジをする勇気につながってほしいという願

いも伝えています。

●　スタッフ育成

フリースペースは月に2回開催していて、担当職員1名とボランティアスタッフ10名、

参加登録者20名弱の半数くらいの参加があるという感じです。不登校で活動の場を求め

てとか、人間関係が苦手なので配慮のあるところでとかが参加の動機です。ロビーには

やんちゃもいますので、両方のタイプを利用層としている点ではめずらしい空間を作っ

ているかもしれません。

みなさんご存知のように、フリースペースでは色々なことが起こります。これらのこ

とを、参加者もきっといろいろと考えているのですが、職員とボランティアスタッフは

特別にふりかえりの時間をプログラムとして設定しています。ボランティアスタッフが

感じたことや、職員が知っている参加者の以前との違い等も話題になります。しんどく

なったり、自分が何かをやろうと関わっても、はずれたりすかされたりしたことが、そ

の日のふりかえりや記録を書く時、書かれた記録をもとに検討する時などに、なんども

反芻され、その場面への理解が広がったり深まったりしていきます。その上、今後の接

し方についてもアイデアが出てきます。つまり一緒に考える人がいるという励ましと検

討する機会を提供することで、今度参加者に会う時までに、どのように関わろうかと工

夫する意欲が湧いてくることを期待しているのです。

例えば、フリースペースに来ている少年から「アルバイトをはじめたい」という話が

あった時のことです。スーパービジョンで私は、「始めてバイトをした時のことを思い出
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してみて」とみんなに問いかけました。

初めての時の不安感とか戸惑い、心配なことというのは誰だって、同じように感じてき

たのです。このような不安感とか戸惑い、心配なことというのは普段の生活の中でもあり

ます。不安な時に周りの人になんて言ってほしかったか、どう接してほしかったか、それ

ぞれの人の実感を思い出してもらいながら、今回のその人の事情も確認したりします。

月1回のスーパーバイザーとしての私の関わりは量としては少ないです。それでもスタ

ッフの対応を記録で見て、成長していることに気づかされます。

施設の顔でもある常勤の職員に話を移すと、「私はこういうサービスができます」とい

う強みを持っていることと、その強みを相手にどう伝えればうまく使ってもらえるかを考

える日々です。利用者との年齢が離れれば離れるほど、若い人に遠慮や警戒をされるとい

う面もありつつ、職員同士の持ち味を生かしあうような関係を見せることも必要でしょう。

様様な記録は、さまざまの視点や努力、関係のあり様を伝えてくれる点でも重要です。

職員間にスーパービジョンを持ちこもうとした期間もあったのですが、疲れました。今

年からは、京都市ユースサービス協会が職員用のスーパーバイザーを雇いましたので、そ

の利用がおいおい進むでしょう。

職員として自分の持ち味を生かすことと、転勤もあるので自分がいなくなる時の準備も

するという職場の事情の中で考えてきたことなので、主宰者による団体の場合と異なる感

覚を持っているかもしれません。

●　どう関わっていくのか

人が人と関わるとき、「なぜ働きかけるのか」も大事だとは思うのですが「どう働きか

けるのか」ということも大切だと考えています。

例えば、青少年がタバコを吸うという違法行為はやめさせるべきだとか、公共施設だか

ら壊されたときは、警察に連絡をとるべきだということをよく言われてきました。

しかし私たちは、あるスローガンを設けています。それは「利用している人を施設から

追い出さない」ということと「彼らに施設を使わせないと口が裂けてもいわない」という

ことです。自分たちの仕事は、施設を利用する人と関係を作っていくことであり、目の前

にいる人と話合っていくことだとしたのです。なので、追い出して終わりにしてはいけな

い、そこから何を始められるか試そうとしてきました。

危ういことをはじめたという自覚はありましたので、記録をつけることで援助の枠組を

保つとか、検討する姿勢を織り込むことで、危うさへの保険にしようとも考えていました。

職員やボランティアスタッフの動きが、独り善がりでなく援助になっていくように、そう

なっていくような方策を考えながらやってきました。

私達がして来た方法が良いと言いきる程の自信はありません。気がついていない幸運も

あったことでしょう。今もまだ試行を続けているとしかいいようがない面もあります。そ

れでも、学校だとか家とか、近くの公園にも居られない青少年がいて、彼等は私達のセン

ターにやってきているので、彼等のそんな時間を一緒に過ごしながら、私達にどんなこと

が出来るのか、見つけていきたいと思います。
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●　保育とは援助である

保育の現場での記録というのは当たり前で、必須条件となっています。それは保育が

援助だと言われているからです。むろん園によっては、この事を唱えながらやらせる活

動に終始したり、あるいはこれを生き残り戦略の一つにしている園もあります。それで

もなお「保育は援助である」と言う必要があるでしょう。

では、援助とは如何なるものでしょうか。

援助とは「子どもにいかに関わりうるかを見極めた上で、大人が願いを持って関わる

ことである」と言われています。

ここで言う「大人が願いを持って関わること」というのは「指導」のことです。ただ

英語で示せばそれは「ティーチング」や「インストラクション」という語ではなく「ガ

イダンス」という個別に対応するという意味を含んだ語になります。ただ20年たった今

も指導と援助という言葉は境目がはっきりせず、ごちゃ混ぜになって使われているのが

現状です。

また「子どもにいかにかかわるか」ということは、「子ども理解」を意味しています。

保育の現場では子どもには関われない時や関わってはいけない時もあります。ただ保育

や教育の場合は、基本的には意図的な営み・子どもを育てるという側面から逃げられな

いと言えるでしょう。もしかしたら、それが居場所と保育・教育の現場との大きな違い

ではないでしょうか。

●　保育と教育の現場の相違

ただ、保育の現場と教育の現場にも差があります。

教育の現場、とりわけ教科指導においては、子どもが学ぶべきことが明確に教師の側

で定められ、ではどうすれば一番効率的に伝えられるかを考えるという思考が一般的です。

だから、「子どもにいかにかかわるべきか」が問題になります。

それに対し保育の現場では、子どもは基本的に教えられたことを学ぶという客体とし

ての存在ではなく、自ら学ぶ（＝生きる）という主体的な存在として考えられます。た

だそうである時、保育は当然「自律を他律でなす」という難問を抱え込むことになります。

したがって、保育の現場では学校の現場と同様、「目標」という語を使用しますが、そ 

岡　健
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の語は基本的に「子どもの願いを大人が成り代わって提示している」ことだと捉えられて

いるのです。

つまり保育では、多くの学校現場がそうであるように、教師の目標に引っ張り上げると

いう意味で「子どもにいかに関わるべきかを見極めた上で・・・」という考え方で「子ど

も理解」を捉えません。そうではなく、子どもが自らの目標を実現するための関わりを見

定める、すなわち「子どもにいかに関わりうるかを見極めた上で・・・」という考え方で

「子ども理解」を捉えているのです。

●　保育現場における「援助」のあり方

保育現場における「援助」のあり方を2つの事例で説明します。

1つ目の事例は実習生がある園で関わった登り棒に関することです。やっていくうちに、

出来るようになった子が増えてきました。ある子は練習してもなかなか出来ませんでした。

しかし練習の甲斐あって、ようやくできるようになりました。できた時、実習生は子ども

と一緒になって「やったね！」と喜んだというエピソードがありました。

子どもというのは、進級や誕生日などある年齢になると「自分で頑張ろう！」と思うよ

うになることがあります。この事例の時、初めてその現場に行った人にとっては、他に登

り棒に登れる子がいて、1人登れない子がいたとしても、気にはならないでしょう。しか

し実習生や保育者は、子どもと毎日生活をしているので、子ども自身が今どんなことを乗

り越えたいと思っているかを感じているので乗り越えられるようにバックアップします。

これが援助であると考えられています。そして本来の保育のねらいとはそれが基になって

つくられているのです。

2つ目としてねらいや願いがわかりにくい事例をあげてみます。

園の自由遊びの時にひたすら遊びを壊していく子がいます。この子は友達が遊んでいる

所に行ってはわざと問題を起こしているのです。なぜ問題を起こしているかというとこの

子にとって「何か変わりたい、変えたい」という思いを他者に伝えるきっかけを作ろうと

する行為なのです。壊すという行為の中に「自分の遊びが見つからないから」や「友達の

遊びの中に入りたいけれど入れない」という、何らかのメッセージ、子どもの願いが含ま

れているのです。子どもにはその気持ちを伝えるという手段が分からず、気持ちを伝える

手段として遊びを潰したりすることがあります。その時に壊しているという行為だけを見
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るのではなく「実はその子が育とうとしているんだ」と保育者は気付かないといけない

とも言われています。

前述したように、保育におけるねらいは、「子どもに成り代わって立てているのだ」と

いう風に言われたりしています。幼児の大半は自分がやりたいことを明確に言える子は

少ないので、それを読み取らないといけません。それが「子ども理解」です。一般的に

は記録を取ることによって子ども理解が進められるのだといわれています。

●　「子ども理解」へのアプローチ

ⅰ）解釈論から

子どもの遊びは、子どもの意思でいかようにも進められているように見えますが、実

は遊びやモノ（遊具や玩具等）、あるいは場や空間というものには、それ自体が要求する、

いわばモノや遊び等が「こう使って欲しい」「こう遊んで欲しい」といった構造や性格と

いったものを持っています。

砂場を例にとってみましょう。

小川清美によれば、砂遊びは、まず大きく2つに分けられます。すなわち特に何を作る

わけでもなく、ただ砂に触れるといった「始源的出会い」と呼ばれるものと、トンネル

を作る・型抜きをするなどといった「意図的活動」と呼ばれるものです。この「意図的

な活動」と呼ばれるものは、さらに次頁に示したような二軸の中で位置づけられること

になります。

まず実と虚の縦軸ですが、「実」とは砂自体を作る対象と考えるもの（お団子、山等々）

です。それに対して、「虚」とは、砂によって生み出される空間（トンネルや穴等々）を

指しています。

実

混沌　　　　　　　　　　　　　秩序

虚

次に「混沌－秩序」という横軸についてです。砂場は元々混沌とした場であって、そ

の場で何かを作るというのは「秩序」に向けて動く活動になります。砂場において水は、

ある程度の量なら砂を固める時の道具になるけれども、ある量以上の水が加わると、遊

びを壊す方向へ動くことになります。このことを始め、多くの活動が「混沌」から始ま

り「秩序」に向かい、そして「混沌」に落ち着くということを示しているのです。砂遊
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びに関して、この「混沌」に向かわないと遊びを終われないということは砂遊びの中での

典型的な特徴の1つです。例えば、プリンの型抜きをしていた時に「お片付けよ」という

声がかかると、そのままにするということはほとんどなく、元に戻したり、潰したりする

姿は思い浮かぶのではないでしょうか。

さらに砂遊びには、循環性という特徴もあります。例えば山を作った後に、山に水を流

すというのは、「秩序」から「虚」へと遊びながら移行している活動なのです。

山を作って水をまさに今流し始めた子どもにとって、仮に片づけの声がかかったとして

もその時点ではまだ片付けるというところまで意識が向けることは出来ません。映像の中

で、穴を掘って、そこに水を満たし始めた4歳児7月の事例（虚の秩序から水を満たす事

で穴が崩れるという混沌へと向かう活動）を見ていただきましたが、あの場合、新任の保

育者は、子どもの気持ちに配慮しようと様々な言葉がけをしていましたが、結局はあの子

どもは片づけに着手することはなく、最後に手で砂を穴に埋めて砂場を混沌の状態に戻し

ました。つまり、砂遊びの構造を理解出来ていれば、あの状態の子どもの在り様に対して

想定することが可能になったと言えるのです。ちなみに片づけは、生活習慣の確立の一環

として捉えられることが多く、この映像のような子どもは「いつまでも遊んでいる子」と

見られがちになってしまうのですが、片づけには遊びの「かた」をつけるという側面もあ

る点を見逃してはいけないでしょう。

いずれにしても、子ども理解をしていこうと思った時、遊びやモノのことを知っている

と、子どもの遊びの状態がわかり、どんな気持ちでいるかが見えてきます。このことも必

要であると考えています。

ⅱ）身体言語から

実習生は、飛び道具すなわち言葉を使って子どもと関わろうとすることがよくあります。

例えば、遊びに入りたそうにしている子どもがいると、大抵の大人は「貸して」「入れ

て」という言葉を教えてしまうのです。しかし、子ども達というのは、そのような言葉が

なくても仲間に入ることができます。どうするかと言えば、周りの人のことを良く見てい

て、その形をなぞるように中に入っていくのです。逆に言うと、いざこざを起こす子とい

うのは、その流れを見ないで入ってくるから、いざこざが起きるのです。

こうした「からだ」への着目というものは、保育者も無意識のうちに多く利用していま

す。と言うのも、保育者は同時に30人前後子どもの保育に当たっています。したがって、

遠く離れた子どもたちの今の状況を、記録の積み重ねからの想像だけで推測するには限界

があります。そうした時、保育者は子どもの「からだ」に着目しているのです。

こうした事を意識化させようと、演劇的なワークショップのようなものを学生とやった

ことがあるのですが、そこで面白いことがありました。「子どもの遊びの場面を再現して

ごらん。」というと、子どもの遊びの中では絶対にありえない光景が学生の演じている姿

からはみられます。子どもの動きを良く見ていないからチグハグなのです。同じことを保

育者に行うと子どもの動きを良く見ていることもあり、子どもに近い動きになります。そ

れが、具体的に今自分の担当している子どもの場合であれば、なおさらそれに近い動きを

再現できるようになります。保育では、音声言語をどう理解するかだけではなく、身体言

語をどう読むか、ということも子ども理解には必要なことのようです。
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●　保育における記録の目的

記録の目的には次の4つがあげられます。

・ 備忘録として

・ 情報の共有として

・ 明日の保育の構想･構えのため(「子どもの育ちを括りだすこと」を含めて) 

・ 自己考察のため

備忘録はメモ帳代わりとして使われる記録です。情報の共有として取られる記録とい

うのはシフト制などの園で申し送りとしてとられたり、全体の様子を把握するため、ま

た園内研修のときに用いる記録です。その他はまさに子ども理解をするのに重要になっ

てきます。

ⅰ）記録の重要性

実習生が「喧嘩が起きたときどうすればいいの？」など安全管理について迷うことが

あります。実習生が実際に実習をしている時に、訪問したことがあって、その学生に困

ったことはないか聞いてみると「雨が降った後の滑り台での場面で、一応拭いたが、ま

だ滑るかもしれないと思ったので、その時自分は手を貸すべきか、しない方がいいのか

迷った」といっていました。そうすると一緒に話を聞いているクラス担任は黙っていら

れず、「それは誰？」と聞いてきました。名前を聞くと担任は、「○○君は大丈夫だけれど、

△△君は他に注意が行くと手元が危なくなるので気をつけてあげて。」などと、具体的な

場面で自分はどうしていて、どのような行動をとったらいいかなどという具体的な指示

を出してくれました。これは今までの記録が活かされた結果です。

また、記録が必須であるということはどうしてかというと、保育者の主体性や自律と

いうのは、少なくともその人本人が関わった場面だから、それに対して周りの人が簡単

に言えることではないからです。その人自身がどうしたかったのかということは大切に

したいし、その記録を元に、「先生はどうしたかったのか、それに基づくと、その関わり

方はもっとこうしたほうが良いんじゃないか」などと、具体的な事が意見し合えるから、

記録は重要になってくるのです。

ⅱ）目的や結果からの逆算

保育に携わる基本的な考え方は、「目的や結果からの逆算ではなく、積み上げが結果に

なる」ということです。

例えば、さきほど話に出した片付けの場面で、片付けができないという原因は、周り

の動きに気付かないから出来ないということがあげられます。幼い子は視野が狭くて遊

んでいるところしか見えていないから片付けられないのです。その子のある種の発達上

の状態像があるとすると、周りに「片付けだよ。」と言われた時、自分のやっていること

にまい進していたとしても当たり前のことなのです。その子にいくら「いつまで遊んで

いるの。片付けなさい。」と言っても、意味がありません。この子に周りを見る力が育っ

てくれば、人間には「私はこうしたいんだ」というその人ならではの思いがあるのと同

時に、周りに合わせたいという欲求があるので、おのずと「周りが片付けているのだから、
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自分も片付けたい」という欲求が出てくるようになるのです。そうすると、片付けをどう

やってさせるかということを考えなくても、子どもも周りが見えるという働きかけがきち

んとできれば「次はどうすれば良いか」というのがわかって、自然に片付けができるので

す。

このように、育ちの括り出しということをすることで、具体的に子どもに関わっていく

方向性が決まってくるので、そのために記録を取ります。目的や結果からの逆算ではない

ので、この場をどんな思いで過ごしているのかを探り出すために、記録を取っているので

す。

ⅲ）自己考察のための記録

保育者などは基本的には保育終了後に思い出し記録という形で記録を取ります。

以前、学生が観察実習に行ったとき、同じ子どものことを2人の学生が見ていたことが

ありました。2人の記録をじっくり読んでみると、同じ現場を見ていたはずなのに、見て

いる人の価値観や見る視点が違うだけで事実関係も違っているのです。記憶が曖昧であっ

たり、自分の見たいところしか見ていないという風にも思えますが、実は観察実習の時は

メモをとってもよかったので、メモを取りながら子どもの様子を記録していたのです。し

かしそれでも事実が全く異なっているのです。

記録を見ることによって保育者がどのような考えをもって解決していこうとしているの

か、どのような状況でどのような解決策をもっているか、またどのような関心を持ってい

るのかがわかります。

我々人間は、実は見たいものしか見ていないのです。話の筋立てを私たちは頭で考えて、

事実を曲げながら見てしまう。それが見ること・解釈することの本質だと言われています。

では、なぜ記録をとるのかというと、そこには好む好まないに関係なく、記録を取る人の

価値観が出てしまっているのです。価値観というものはなかなか自分では気付けないこと

なので、周りに自分の動きを問われる時に記録は必要になってきます。もともと子ども理

解というのは、我々の解釈に過ぎないので、問い直される仕組みを設けておかないと、「子

どもにとって良いことだから」などという理由で動いてしまいかねません。それに気づく

ために記録は必要になってくるのです。

ⅳ）自己保身・自己弁護のための記録

記録をとる目的にも様々ありますがなぜとったのと疑問を抱く記録も多々あります。

私の教え子の記録を事例に考えてみましょう。私はまず彼女の記録を見て「なんでこの

記録をとったの？」と聞きました。彼女の記録をみると、それは子どもを見ていた証拠物

のように感じるのです。"何でこの記録をとる必要があったのか"を考えることができる

と次にすべきことがみえてくるが、保育者の中には、証拠物のような書き方をしている人

が多くいます。彼女が話してくれた内容は、「この記録は保護者会のときに親に"うちの

子は何をしていましたか？"と問われるので、その時に"○○ちゃんは○○してたよ"と

言えるための資料です」ということでした。このことからは自分の身を守るために必死で

記録をとっているように感じました。でもこのような記録をとりつづけると子どもをチェ

ックしているだけだから、保育が楽しく思えないのです。子どもとの間で喜びも味わえな

いし、失敗して子どもに「ごめんね、こうすればよかったね」などといった保育者の醍醐
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味が味わえないから、やつれていく。でも取らずにいられないから書きつづける。この

ような自己保身・自己弁護のための記録の書き方にもなりがちです。これはいうなれば、

そこに自分の価値観が無意識のうちに出てしまった。彼女もそんなことはしたくないと

言っていました。子どものために一生懸命保育したいと思いながらもこの記録を書いて

いたというのです。

取りっぱなしの記録というのも、気持ちが萎えていきます。自分で書くという行為で

見つめ直せるということもいっぱいあります。しかし今言った「張り付いた価値観」と

いうのは、自分だけでは見えないこともたくさんあります。だから、その時に「何で自

分はこの記録をとるのか」を意識的に書くことで、1クッションクリアできる部分もあり

ます。しかしそれも決められた形で書こうとすると、見えなくなってしまうこともたく

さんあります。

●　記録の書式

ⅰ）カルテ型記録

記録の目的に合わせた取り方の1つにカルテ型記録があります。

1人の子どものことをじっくり理解したいと思うならば、この方式を取ったほうが見え

やすいとは思います。しかし子どもの姿を全部書こうとすると、さっきの彼女の記録の

ようになってしまいます。

カルテ型記録を作る場合、1人の子を1項目にし、その隣にタグシールをつけて1人の

子の欄にして書くといいと思います。そうすると、その子1人の姿が通しで見えてきます。

しかし、この場合は1週間位で全員の子が見れれば良いな、くらいの構えでいったほうが

いいと思います。

ⅱ）エピソード型記録

保育の場面では、子どもの1つの場面を書くとき、

1. 自分が見ている事実

2. 事実に対する解釈

3. 解釈を導き出してきた根拠、願い

4. 自分が具体的に関わったこと

5. 関わったあと子ども達はどうなったか

ここまでの枠組みを記録に残します。このどれかが欠けていると子どものことが見え

にくくなります。そこを補うために「聞いていく」という作業は必要です。この補うと

いう作業を行っていくと、人が見たときに「何でこの人はこの記録をとったのか」「この

人はどうしたいのか、どう関わったのか、どんな思いで見ていたのか、どうしたいのか、

それで子どもはどうだったのか」ということが言えるようになります。この記録をエピ

ソード記録といいます。
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ⅲ）環境構成図型記録

保育の現場というのは、毎日同じ場所に同じ子どもが来ています。子どもが面白いと思

うと、ちょっとずつ変更しながらでも何日間か継続しています。子どもの姿をつかむとき、

分布図をつくるという環境構成図型記録が便利です。地図をつくることで、子ども達の活

動の仕方の違いがわかることがあります。

例えば、ままごとコーナーでいうと、床がじゅうたんなのか畳なのか、じゅうたんであ

ったら毛足の長いものなのか、それとも短いものなのか、子どもの居場所の作り方も、1

つ変わるだけで大きく変わります。子どもは触覚・嗅覚などで様々なものを感じています。

子どもが何かホッとしたいとき、落ち着かないときに子どもたちがどのような刺激を欲し

ているのか、違いがわかってくると思います。

また、匂いというのも子どもには重要です。保育所などで服が落ちていると、子どもは

名前を見ないで服のにおいで確認します。だから、花1つ部屋に置くだけでもとても大事

なのではないでしょうか。

物や空間をどうするかというのを記録のなかで振り返るのは大切です。

ⅳ）会話分析

トランスクリプトの会話分析という第三者に頼る記録のとり方があります。

会話において、人間は意味内容だけを伝えているのではなくて、伝え方そのもので意味

内容を伝えていることがあります。このことを文章に起こすというのはとても難しいこと

です。相手の話が全部終わってから話さず、話の途中で割り込んでくる人もいます。この

記録を見ると、自分が意識しているのを超えて、自分の話し方に価値観が出てしまってい

ることがあります。間の取り方などこのような記録が関わりの場面でとられると、新しい

発見、違った見方ができると思います。

特に居場所のスタッフは、相手が言ったことに対してすごく間をおいてから話しだすと

か、相手が何か言ってすぐ答えるか答えないかみたいなところがあります。例えば、他の

関わっている教師や保育者と質の違いとして何が違うかというと、会話のとり方みたいな

ところに出てくるかもません。それに現場の中で日常的に行うことは不可能なので、第三

者記録と言われているものの中でありえるのではないでしょうか。
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語ること（対話）と

文字にすることの

違いはなにか

語り合い（ふりかえり）で

共有した（つもり）の内容を

文字にすることで合意され、

内容が明確になる

行政評価に対する記録

情報の共有

子ども理解 活動の展望 自己考察

ふりかえり・記録が持つ

多様な意味

ふりかえりを

文字として落とす意義

ふりかえりで何をどう

育てていけばよいか

自分の中に

張り付いている価値観が

子どもと関わる上で

壁になってしまう

なぜ、

記録とふりかえりが

スタッフの力になるのか？

力をつけるのか？

スタッフ同士の暗黙の領域が増えると、

リスクに対する予測が甘くなったり、

子どもに関わる事実についての見方で

対立・分裂してしまう

現場でどの程度の記録が

作成できるのか？・・・

記録に追われて

仕事が回らなくなる

若手スタッフは

ベテランスタッフからの

育ちの援助に

何を感じたか？

活動を共同でふりかえるときの

パートナー（同僚・スーパーバイザー）との

関わりの質

記録の

とり方・活かし方

書くこと自体が

負担になってしまう

記録は

誰に向けての記録か

記録を

どう活かすか、

何に活かすか

どんな記録のとり方があるのか：

「間・環境構成・スタッフ」の行動記録

子どもとのために

記録をとる

子ども＋記録者

誰と記録をとり、

誰と共にふりかえるか

記録にすることと、

スタッフ・スーパーバイザーとの

関係づくりの関連性は？

スーパーバイズの力を

どう養うか？

スーパーバイザー・同僚と

ふりかえりをするときの信頼関係は

いかにつくられるか

ふりかえりの具体的方法を

知っておくのもいいのでは？

例）言い方や方法を変える等

ツールとしての

記録のとり方（方法）を

知る

記録の中から

課題を絞って検討する

「読んでみたい！」と

感じる記録

キーワード集

ここに掲載している言葉は、参加された方の発言の中で

特にキーワードになったものを書き出したものです。
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 スタッフの

「暗黙知」「勘」を

どう記録にできるのか

記録の意味:

場面に限定することで

スタッフ同士の合意を

つくっていく

記録の意味:

説明責任にかかわる

何をどう具体的に

援助したいか

記録の意味:

情報公開と守秘義務

行為におけるふりかえり、

行為についてのふりかえり

―暗黙の知恵

「何のためにとるのか」

によって、

記録の形式が決まる

記録をツールとして：

スタッフとの思いを共有したり、

価値観をめぐり語り合う

 援助の原則：

子どもに願いを

持って関わる

スーパーバイズの原則：

バイジーに対して、

願い・期待をもって関わる

スタッフと共に

歩み育っている

 一番信頼している

スタッフとの

思いの共有とズレ

ふりかえりをする中で、

本当にスタッフに

伝わっているのだろうか？

居場所における

記録の可能性

対話によるふりかえりと

記述によるふりかえりの

メリットとデメリット

安心して語り合える

関係性

 正論かどうかよりも

「私の話をきいてくれない」

という思いが壁をつくる

スタッフ間の

活動方針・目的・価値観をめぐる

葛藤・対立をどうするか

スタッフ同士の違いを

明確にする関わり方

その人の力量を

（はるかに）超えた子どもは

現れない

私たちは

子どもを選びつつ、

子どもからも

選ばれている

僕らにとっての

専門性とは何か？

中心に立っているスタッフが

まず何をしたいと思っているのか、

それを知りたい

コアスタッフからの問い：

健全育成のためか、

非行防止のためか

自分が何をしたいのか：

自分の生き方の問題と

関わる

スタッフを支える２つのこと：

①生きているだけですごい

②すべては生きていくためのプロセス

方法を知ることと、

学び手の主体性を

確保することの

大切さ

人が（団体が）変わるには？

第三者から尊重されたという自覚が必要

第３者と語り合い、

悩みを共有することで

拡散することができる

 ピアスーパービジョン：

仲間同士がどう語り合うか、内容でなく気持ち

第三者評価：

市民・行政・専門家

第三者介入の可能性：

冷静な評価、

客観的、詳細なデータ

第三者評価は「諸刃の剣」：

団体を上手にアピールできる一方、

活動をくくられることも

町内会・地域を利用：

自分たちの活動を

冷静にふりかえれる
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【日時】：　2004年 12月 11日（土）～ 12日（日）

【場所】：　熱海ビレッヂ（静岡県熱海市）

12月 11日（土）

 10：00～ 10：30 受付

 10：30～ 10：45 開会の挨拶・オリエンテーション

 10：45～ 12：30 話題提供：辰巳 朋子氏

  「京都南青少年活動センターでの居場所スタッフ養成の試み 

～記録とその検討～」

 13：30～ 15：00 話題提供：岡 健氏

  「保育現場における人材育成とは？ 

～ふりかえりと目的にあわせた記録のとりかた～」

 15：00～ 17：30 全体会①

 19：00～ 22：00 交流会

12月 12日（日）

 9：00～ 12：30 全体会②

 13：30～ 16：00 全体会③ふりかえり

 16：00～ 16：30 閉会

当日プログラム
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現場を持っていることで様々な人が言った

こと、話したこと、想いなどが自分なりに整

理でき、また落ちていったというところで、

この場自体がやはり大きなふりかえりの場で

あったと思います。それとはまた別のところで、

新しい知識なども含めて発見があり、それを

また現場に持ち帰って経験を通して落とし込

みたい、というかいつの間にか落ちてくるん

ですよね。

たくさんの方との出会い、たくさんの言葉、

笑いがあり、私は 3回ほどぐっと涙がこみ上

げました。日ごろもやもやしていたこと、上

手く言葉にできなかったことも点と点でつな

がる感じがしました。自分ひとりでは考えも

しなかったこと。気づいたこと。交流の場が

なくては分からないことがたくさんありました。

「裸の王様は早死にする」という岡さんの言葉

にいろんな意味で身の引き締まる思いがします。

これからも自分を深めていきたい。

お二人の講演だけで、今の自分には充分す

ぎるほどの情報量だった。他の方の意見も吸

収できるまでには至らずでした。まずは膨大

な今回の「記録」をふりかえり、自分の中で（今

の段階で）消化しつつ、身体的なステップで

進めていきたい。今はパンパンの頭からこぼ

れ落ちないうちに何から始めようかとワクワ

クしています。こういうフォーラムは「勉強

になりました」で終わるが、今回はまず、今

なにをしようかが分かったような気がしたフ

ォーラムで本当に参加してよかったです。

それぞれの場で代表者、スタッフが揺らぐ

こと、揺らいでいる現状があるが、その揺ら

ぐ力が、将来的に場のパワーに変わっていく

こと。スタッフ、ボランティアをどう育てる

よりも、そこでどう語りあい、育ち合うかと

いう問い直しであったこと。

ふりかえりの「とことん語り合うこと」「専

門性を高めるため、まなざしを問い直すため

の記録」という２つの側面がもつ重要さとジ

レンマが存在すること。ふりかえりが自然に

できる、育ちあう場が居場所をつくる場のパ

ワーなんだと感じた。

居場所作りというものが盛んに言われるよ

うになった今、これから居場所を作ろうとし

ている全くの初心者も参加できるといいなと

思った。前提となるレベルかが違うと進める

のが大変なんだろうと思うけど、およそ居場

所とはいえないようなものを作ろうとしてい

る人達が多いことを思うと、せめてこんな話

をしてるのを聞くだけでも違うのだろうと思う。

今回のは今回のとして、そういう人向けのを

やっていいかも。

コンセプトはいいと思うけれど参加資格み

たいなものが代表者やコアスタッフというと

ころに限定されるようで他のスタッフやリー

ダーを誘いにくかったです。

参加者アンケート
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2004年

 5月 25日： 第１回・顔合わせと趣旨の共有、会場・時期の検討他

 7月 27日： 第２回・テーマ・本番のプログラム構成の検討他

 8月 25日： 第３回・本番のプログラム構成の検討他

 9月 15日： 第４回・会場の再検討、チラシ・広報の検討他

 10月 19日： 第５回・本番のプログラム構成の検討、参加者の事前アンケート検討他

 12月 1日： 第６回・参加状況・当日の運営の確認、報告書の検討

2005年

 3月 2日： 第７回・報告書の構成・内容についての検討

私たちの団体は、子ども・青年（以下子ども達）が、以下にあげる5つの「財産」をもっ

て成長していくことを目指しています。

① 無条件に受け入れる大人が一人でもいる、

② 眠り、遊び、学び、「居る」ことのできる 安全で安心できる場所、

③ 心身ともに健康な生活習慣、

④ 人のためになることをする機会、

⑤ 社会人として自立できる技能、知識、価値観を身につける機会。

しかし、日々の活動のなかで直接子ども達と接することはありません。直接的に子ども達

とかかわりをもっているNPOを始めとする様々な団体やスタッフを支援する、いわゆる中間

支援――インターミディアリー――で、支援領域を青少年分野に限定しています。

現在の具体的な活動は、以下の4つになります。

① 企業等と協働した資金助成事業

② NPOの運営技術支援事業

③ 実践者同士の経験の共有や相互学びあいフォーラム事業

④ ライフスキル・プログラムの普及事業

（詳しくはWebsite [www.JIYD.org] をご覧下さい。）

実行委員会の活動記録

(特)青少年育成支援フォーラム(JIYD)とは？

～子ども達がもっと元気に輝くために、子どもと関わる大人を元気にする！～
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